
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

 

 

市
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た

「
井
原
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

（
連
携
計
画
）
に
基
づ
き
、
バ
ス
の
路
線
・

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
や
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
共
交
通
空
白
地
区
（
バ
ス
停

等
か
ら
１
㎞
以
上
離
れ
て
い
る
地
区
）
が
解

消
さ
れ
、
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
を
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
が
低
下
す
る
等
、
一
定
の

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
連
携
計
画
は
平
成
27
年
度
で
終
了

す
る
た
め
、
連
携
計
画
に
続
く
新
た
な
計
画

と
し
て
、「
井
原
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」を
策
定
し
ま
す（
計
画
期
間
・
５
年
間
）。 

         

      

 

 

「
公
共
交
通
を
、
誰
も
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
『
生
活
交
通
』
と
し
て
位

置
付
け
、
み
ん
な
で
守
り
、
育
て
、
未
来
に
残

す
」
を
基
本
理
念
と
し
、
こ
の
基
本
理
念
を
具

体
化
し
た
も
の
と
し
て
３
つ
の
基
本
方
針
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方
針
に
対
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。 

 

 

自
宅
か
ら
概
ね
徒
歩
圏
内
で
公
共
交
通
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
を
「
公
共
交
通
て

く
て
く
エ
リ
ア
」
と
し
て
定
め
、
こ
の
区
域
を

市
の
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。 

      

    

【「
公
共
交
通
て
く
て
く
エ
リ
ア
」の
定
義
】 

 

                

 

    

  

 ご意見を 

お寄せください 

1 

公共交通を、誰もが自立した生活を送る
ことができる「生活交通」として位置付け、
みんなで守り、育て、未来に残す 

 

 

 

（1）地域特性や生活圏に応じた使いやすい
移動手段の提供 

（2）幹線・支線・端末交通の役割分担を  

踏まえた生活交通ネットワークの構築 

（3）交通結節点等における拠点機能の向上 

 

 

 

 

（1）利用環境の改善 

（2）わかりやすい情報の提供 

（3）接遇と信頼性の向上 

 

 

 

 

（1）公共交通の利用促進 

（2）地域における活動との連携 

（3）公共交通の持続的な改善のための仕組
みづくり 

 

まちづくりと連携した効果的・
効率的な公共交通体系の構築 1 

公共交通の安心感と利便性を 
高める利用環境の整備 2 

地域との協働による 
公共交通の維持・存続 3 
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市
民
の
皆
さ
ん
に
公
共
交
通
に
親
し

ん
で
も
ら
い
、
生
活
交
通
を
見
直
す

き
っ
か
け
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
10
月
18
日
（
日
）
に
、
井
原
駅
前

広
場
に
お
い
て
、井
原
市
公
共
交
通
祭
り

を
開
催
し
ま
し
た
。（
は
つ
ら
つ
井
原
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の
一
環
） 

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、さ
わ
や
か
な

秋
空
の
下
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の
車

両
展
示
や
、
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
、
車

い
す
で
の
乗
車
体
験
等
に
大
勢
の
方
が

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

             
  

       
  

「
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
」
で
は
、
バ

ス
の
運
転
手
さ
ん
か
ら
乗
車
マ
ナ
ー
や

交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

                        

 

   

井
原
市
公
共
交
通
会
議
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
バ
ス
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、

バ
ス
の
将
来
的
な
維
持
継
続
に
向
け
た

利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
及
び

保
育
園
に
お
い
て
「
バ
ス
体
験
学
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
県
主
小
学

校
・
県
主
幼
稚
園
及
び
木
之
子
幼
稚
園

で
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生
や
幼
稚
園

児
た
ち
は
、
実
際
の
車
両
を
使
っ
て
、

バ
ス
の
乗
降
方
法
や
乗
車
マ
ナ
ー
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

              

 

バ
ス
体
験
学
習
会
は
、
今
後
も
小
学

校
、
幼
稚
園
及
び
保
育
園
か
ら
の
申
込

み
に
応
じ
て
、
随
時
開
催
す
る
予
定
で

す
。 

利
用
促
進
の
取
り
組
み 

 1 

公
共
交
通
祭
り
を 

開
催
し
ま
し
た 

 2 

バ
ス
体
験
学
習
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

現存する最古のボンネットバス（昭和33年製）の
展示（福山自動車時計博物館提供） 

車いすでの乗車体験 バスの乗り方教室の様子。 
皆さん熱心に説明を聞いています。 

説明を熱心に聞いています。 

県主小学校では、幼稚園児・小学1年生の計21名が 
参加しました。 

左右を確認して降りましょう。 
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